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自動 vs.手動

ごとう・しげき：早稲田大学 理工学部 情報学科教授。
MINC理事、APAN副議長などアジア太平洋のインター
ネット界で活躍している。
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ありがたい自動化

とにかく世の中は自動化が拡大している。自動車（オートモ

ービル）というのは、それだけで自動的と呼ばれているが、さ

らに自動車には自動変速器（オートマチック）がある。昔はタク

シーの車はシフトレバーのある変速器を備えていたが、いつの

間にかオートマチックになっている。カメラも、昔はせいぜい自

動シャッター速度や自動絞りというところだったが、最近では自

動焦点が普通となって、フラッシュも暗いところでは自動で光

る。昔は下手な写真をピンぼけといったが、これはピントがぼ

けているという意味だ。今ではすっかり死語である。自動カメ

ラでは焦点をズラして写真を撮影するほうが難しい。

パソコンやインターネットは自動化の代表選手のようなものだ

が、その中でもさらに自動化の進展がある。たとえばインター

ネットエクスプローラで中国語やハングルのウェブのページを

見ると、インターネットエクスプローラが自動的に言語を判別し

て、表示に必要な機能をダウンロードできる。これは在外の日

本人が日本語のページを見るときにも便利だ。

迷惑な自動化

便利な自動化が裏目に出てしまうことがある。文章を編集し

ている最中に、英文字の先頭が勝手に大文字になってしまっ

たり、ウェブのURLや電子メールアドレスが自動的に認識され

て色が変化してしまったりする。これは便利とも言えるし、余

計なお世話となる場合もある。

描画ソフトでは、線や点の配置が方眼紙のます目に限定さ

れてしまうことがある。マウスでいくら引っ張ってみても思うと

ころに定位しない。論文を書くときに使われるLaTeXでは図

や表の配置が自動的に計算されるので、思わぬところにズレ

てしまうことがある。

自動ドアは荷物を抱えているときは便利だが、列車が満員

で車両の区切りのところに乗客が立っていると、ほんの少しの

体の移動で自動ドアが開いたり閉じたりを繰り返す。

自動とは仕組むこと

まだ改善の余地はあるものの、自動化の技術には感心する

ことが多い。それは人間の行動を予測して仕組んであるから

だ。どのような場合でも予測は難しい。外れることがあっても

仕方がない。

コンピュータのプログラムという用語は、まさに事前に（プロ）、

書いたもの（グラム）を意味する。つまりあらかじめ仕組むのが

プログラムの役割だ。

私は大学でプログラムの書き方を教える立場にある。自分

でも学生時代からプログラムを書いている。そのような私でも、

プログラムを書くのは難しい仕事だとつくづく思う。人間は過

去のことを記録したり書いたりするのは得意だ。しかし、未

来のことを仕組むのは不得手である。

自動化の技術は、直接にコンピュータを使わない場合でも

プログラムのように何かをあらかじめ仕組んである。それが人

間の行動にうまく合致すれば便利だが、外れると迷惑になる。

貴重な手動の制御

世の中の万事が自動化されると、残された手動の世界が貴

重になる。食品の世界には、手打ちそばがある。衣服でも手

縫い、手編みが尊重される。

コンピュータの世界では、あまり手動が珍重されていないと

思う。実際には、手動の技が光る場合もある。モデムでの接

続はスクリプトで自動ダイアルするよりも、ATコマンドを人間が

操作するほうが話が早い。熟達した人間は操作の途中で何

秒も待たずにどんどん先へ進む。

実際に手動が活躍するのは、何か問題が発生した場合だ。

自動的に修復するプログラムやシステムも次々に登場している

が、まだまだ多くの場合には人間が手動で回復している。こ

れはパソコンやインターネットに限らない。世の中の問題解決

をしているのは、結局は人間なのだ。
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